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【研究活動の要約】 

 2009 年、宮津市において、宮津まちなか観光推進協議会が設立され、「天橋立を望む海の都－宮津－城下

町・港町・愛のまち」を基本コンセプトとして、「このまちで共に暮らすことの誇り」「訪れる人々を迎える

もてなしの心」「住んで良し、訪れて良し」のまちづくりを目指した「宮津まちなか観光推進プラン」が検

討された。 

 そうした状況の中で、本研究は、宮津まちなかの歴史的資源の分布、現在の情勢を踏まえて、「良好なま

ちなみ景観」の創出のため、地域特性に応じたまちなみ景観ルールを定め、まちなか全域にわたり城下町・

港町風情を感じさせる魅力的な景観の保全、育成、創造を図るため、以下の項目について、調査・検討、提

案・制作を行ってきた。 

 1) 宮津まちなかに残存する歴史的建築物を中心に調和したまちなみの修景提案 

 2）宮津まちなかの景観資源と人々の「おもてなし・にぎわい」を活かしたまち景観づくりの提案 

3)市民が誇りと愛着を育み、住んで楽しいまちづくりとコミュニティ意識向上による都市活力の再生・創

造 

【研究活動の成果】 

1）「訪れて良し、巡って良し、泊まって良しの宮津まちなか」「人の温かさ・おもてなしの心が伝わるまち」

を中心に、宮津まちなか景観づくりのコンセプトを策定した。 

2）その中で、人とのふれあいを大切にした「おもてなし・にぎわい」を創造するための 6つのフェーズ「彩

り」「巡り」「集い」「お接待」「潮の香り」「語り」を設定した。 

3）そのコンセプトやイメージを市民に理解していただくための「イメージ画像・14 点（銭湯・番台講座、

まちなか・語り部ボランティア、大頂寺・歴史まちなか博物館、四軒町・まちなかアートギャラリーの展示、

新浜通り・まちなみの彩りを飾る、寺町・蕪村俳句ラリー、KTR 沿いの神社・歴史・自然景観探訪、カトリ

ック教会前広場・ものづくり工芸展、見性寺境内・大道芸フェスタ、ミップル・海を見渡すウッドデッキラ

イブ、本町通り・ストリートお茶席、新浜通り・お茶のお接待、宮津海岸・シーサイドマーケット、漁師町・

かまぼこ工房見学）」「宮津ぶらりマップ・1点」「町並み修景提案・1点」を制作した。 
 

【研究成果の還元】 

 本研究は、宮津まちなか住民、宮津高校生等との協働で進めてきたものであり、以下の宮津市関連の事業

において、市民に還元してきた。 

1）21 年 6月 16 日、宮津市まち景観形成協議会にて、三橋が「地域の光をデザインする」について講演した。 

2）21 年 12 月 11 日、宮津市街地景観ワークショップに参加、三橋が「泊まってよし巡ってよしのまちなか

の魅力づくり、にぎわいづくり」について講演した。 

3）22 年 2月 5日、宮津高校SPP にて「まちを活性化する建築提案」を指導した。 

4）22 年 3 月 9 日、上記シンポジウムにて、三橋が「宮津まちなか・おもてなしのデザイン」について講演

し、また、本学学生が「宮津まちなかのおもてなし提案」について、イメージ画像を用いて発表した。 

5）22 年 3月 10 日〜19日、宮津市役所 1階市民ホールにて、宮津景観まちづくりパネル展に、「宮津まちな

かのおもてなし提案」「宮津まちなかの魅力・ステンドグラス制作」の A1パネル約 30枚を出展した。 
 

【お問い合わせ先 

 生命環境科学研究科 地域・生活デザイン学研究室 教授 三橋 俊雄 
            Tel: 075-703-5435     E-mail: tmitsu@kpu.ac.jp 
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宮津まちなかおもてなし提案例「カトリック教会広場ものづくり工芸展」「本町通りストリートお茶席」 

 

 


